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躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして
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基本目標

第１節　豊かな市民生活を実現する情報化の推進

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

2,481

年間安定稼動時間／年間提供時間×100
※計画停止時間を除く

無事故日数／365日×100

施策コード

評価担当局

施策所管課

2,294

市民サービスの停滞を招かないようオンライ
ンの安定的な提供を図るため、目標値は
100％とした。

情報漏洩等のセキュリティ事故の発生を皆
無とするため、目標値は100％とした。

36130

オンライン安定稼動率（％）

基準値

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標１
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

100.0

100.0 100.0100.0

100.0 100.0

100.0 100.0

目標値 実績値実績値 目標値 目標値

100.0 99.9

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

　主な減額要因は、平成19年度に実施したホストコンピュータ
の更新に伴う機器賃借料の減によるもの。

人件費 229,425 205,275

事業費

行政事務の情報化の推進

年度

　多彩な情報通信技術を活用し、行政事務の高度化・効率化を推進する。
　また、情報システムにおける個人情報等の各種情報の適切な管理のため、ソフト・ハードの両面からセキュリティレベルの向上を図るととも
に、効率的かつ安定的な市民サービスの提供が維持できるよう、庁内ネットワークの安全性の確保、電子計算組織(ホストコンピュータ・オン
ライン端末等)及び庁内情報システムの安定稼動に努める。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

３　事業費                   　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

企画財政局

情報システム課

１　施策の目的

菱山　茂章課長名

第６章　高度情報化への対応を図ります

実績値 目標値

２　施策の概要
　平成20年度においては、庁内ネットワークを見直し、より信頼性の高いネットワークを構築するとともに、新たにネットワークへの認証機能
を導入し、個人情報を含む機密情報への不正アクセスや情報漏洩対策の強化を図った。

セキュリティ事故無発生率（％）

平成20年度（決算）

1,751,655 1,628,881

指標３
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

100.0

指標５
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各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

合計

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

評価点

２次評価　昨年度３次評価意見を踏まえ、行政サービスを享受する市民側からの成果指標の設定を検討すること。
⇒　昨年度３次評価意見を踏まえ、検討を行ってきたが、本施策については、内部的な行政事務を遂行する上での基本となる庁内
ネットワーク、ホストコンピュータ及び各情報システムの導入・運用により、行政事務の高度化や効率化を推進するものであり、これ
らシステムの安全性や安定稼動を維持することは、本施策の基本となる部分である。
　また、これにより市民にとっては、必要な行政サービを安定的に享受することが可能となることから、施策目的及び成果指標は適
当であると判断した。

8
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.332で全119施策の中で26番目。
○重要度は4.165で27番目である。
○改善要望度は0.124で39番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

課題
　昨年度と同様に市民満足度調査の結果から、本施策に対する市民の関心は高く、引き続き、情報システムの
セキュリティや安定稼動に努めていく必要がある。また、厳しい財政状況の中で情報化の推進やセキュリティ維
持向上、システムの安定稼動にあたっては、一層の効率化が求められている。

解決策
　本施策の実施にあたっては、財政状況やＩＴ技術の動向等も踏まえ、最も有効で効率的な導入・運用方法につ
いて検討を行う。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

行政事務の情報化の推進

20代
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津久井
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　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇

施策 3.332 26位 4.165 27位
２０代 3.188 58位 4.317 20位
３０代 3.275 31位 4.173 25位
４０代 3.254 30位 4.304 16位
５０代 3.139 66位 4.036 40位
６０代 3.472 18位 4.257 18位
７０歳以上 3.441 38位 3.953 60位
北部 3.405 20位 4.148 29位
西部 3.325 42位 4.167 28位
南部 3.283 32位 4.222 20位
津久井 3.267 40位 3.980 44位

満足度 重要度
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